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世
界
遺
産
関
係
で
、

県
は
当
初
、
日
野
江
城
跡
も

含
め
伝
播
、
普
及
、
繁
栄
の

時
期
も
対
象
と
し
て
い
た
が
、

イ
コ
モ
ス
の
方
針
で
繁
栄
時

期
の
日
野
江
城
跡
は
除
外
さ

れ
た
が
、
約
４
５
０
年
前
、

有
馬
晴
信
の
時
代
に
日
野
江

城
下
に
、
日
本
で
初
め
て
の

西
洋
文
化
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
設
置

さ
れ
、
天
正
遣
欧
使
節
４
少

年
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を
持

ち
帰
り
、
日
野
江
城
の
繁
栄

に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

銅
像
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

　
　
　

平
成
24
年
度
に
、
ロ

之
津
開
港
４
５
０
年
記
念
事

業
と
し
て
、
中
学
生
の
ロ
ー

マ
派
遣
を
始
め
て
い
る
。

　
　
　
　

１
５
８
０
年
、
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
有
馬
晴
信
が

日
野
江
城
城
下
に
、
日
本
初

の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
を
開
校
さ
れ

た
。
第
１
期
生
の
伊
藤
マ
ン

シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、
原

マ
ル
テ
ィ
ノ
、
中
浦
ジ
ュ
リ

ア
ン
の
４
人
が
、
天
正
遣
欧

使
節
と
し
て
有
馬
晴
信
、
大

村
純
忠
、
大
友
宗
麟
ら
の
名

代
と
し
て
ロ
ー
マ
へ
派
遣
さ

れ
帰
国
し
た
。

　
　
　

長
崎
空
港
か
ら
降
り

た
ら
途
中
、
天
正
遣
欧
少
年

使
節
の
銅
像
が
あ
る
が
、
本

市
に
も
是
非
、
正
直
言
っ
て

欲
し
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

市
民
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
市
役
所
に
す
る
た
め
、

現
在
の
建
設
部
、
企
画
振
興

部
、
市
民
生
活
部
な
ど
の
間

切
り
壁
を
無
く
し
、
３
庁
舎

の
無
駄
を
は
ぶ
き
有
効
活
用

し
た
ら
増
築
の
必
要
が
な
い

と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
　

新
た
な
機
構
組
織
を

決
め
た
上
で
、
各
部
局
を
３

庁
舎
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
の
向
上
と
、
業
務
の
効

率
化
を
念
頭
に
置
い
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

南
有
馬
庁
舎
３
階
へ

市
議
会
議
場
を
移
動
す
れ
ば
、

事
業
系
の
建
設
部
、
水
道
部
、

農
林
水
産
部
等
を
有
家
庁
舎

に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
効

率
的
業
務
が
で
き
市
民
に
と

っ
て
も
一
か
所
で
済
む
。
議

員
に
対
し
て
も
改
造
、
改
修
、

増
築
等
な
ど
の
必
要
な
資
料

の
提
出
を
早
め
に
お
願
い
し

た
い
。

　
　
　
　
　

市
長
と
も
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
早
め

の
資
料
の
提
出
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

市長／有馬のセミナリヨ
　　　があった本市にも
　　　是非欲しい。

　
天正遣欧４少
年使節の銅像
の設置を

天正遣欧４少
年使節の銅像
の設置を

黒岩英雄議員

　

　
　
　

前
回
、
災
害
や
食
中

毒
等
で
、
給
食
が
提
供
で
き

な
い
場
合
は
、
代
替
食
で
対

応
す
る
と
い
う
答
弁
だ
っ
た

が
、
作
業
部
会
で
協
議
さ
れ

た
の
か
。

　
　
　
　
　

そ
の
件
に
つ
い

て
の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。

　
　
　

現
在
の
６
セ
ン
タ
ー

で
配
送
し
て
い
る
時
間
と
同

様
に
す
る
に
は
、
か
な
り
早

く
作
り
終
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

作
業
部
会
の
中

で
、
関
係
者
が
協
議
し
て
い

る
。

　
　
　

建
物
が
吹
き
抜
け
構

造
の
設
計
と
な
っ
て
い
る
が
、

作
業
部
会
で
は
、
必
要
性
が

あ
る
の
か
と
の
意
見
も
出
た

と
聞
く
が
。

　
　
　
　
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
委
員
か
ら
、
食
育
に
つ
い

て
の
意
見
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
設
計
と
な
っ
た
。

　
　
　

食
育
は
当
然
必
要
だ

が
、
こ
の
施
設
を
ど
の
よ
う

に
食
育
に
活
用
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

児
童
・
生
徒
に

対
し
自
分
達
の
給
食
が
、
ど

の
よ
う
に
作
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
か
を
見
学
さ
せ
る
。

　
　
　

市
内
各
学
校
か
ら
授

業
時
間
を
割
い
て
見
学
さ
れ

る
頻
度
は
、
年
に
一
回
程
度

で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、

調
理
現
場
か
ら
、
衛
生
面
、

清
掃
面
で
大
き
な
懸
念
が
出

て
い
る
吹
き
抜
け
を
、
ど
う

し
て
も
推
進
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

新
学
校
給
食
衛

生
管
理
基
準
に
則
り
管
理
で

き
る
よ
う
、
大
型
の
空
調
機

器
を
設
置
し
、
建
物
の
内
外

の
圧
力
を
調
整
す
る
の
で
換

気
等
の
問
題
は
な
い
。

　
　
　

答
弁
が
、
業
者
の
説

明
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
吹
き

抜
け
構
造
の
他
セ
ン
タ
ー
で

働
い
た
経
験
者
や
、
調
理
現

場
の
声
を
最
優
先
に
取
り
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

意
見
や
提
言
は
真
摯

に
受
け
と
め
、
私
と
し
て
は

こ
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　

給
食
会
を
始
め
、
誰

も
建
設
に
反
対
し
て
い
な
い

が
、
事
業
の
進
め
方
が
良
く

な
い
。

　

合
併
特
例
債
の
期
限
が
、

さ
ら
に
５
年
延
長
さ
れ
た
事

を
奇
貨
と
し
て
、
こ
の
他
の

有
馬
商
跡
地
活
用
や
、
世
界

遺
産
関
連
事
業
等
の
大
型
建

設
計
画
は
、
本
当
に
本
市
の

将
来
の
た
め
に
な
る
の
か
、

負
荷
と
な
ら
な
い
か
、
さ
ら

な
る
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
堂
崎
埋
立
地
活
用
に
つ
い

　
て

隈部和久議員

議
員

議
員

新
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
に
つ
い
て

議
員

議
員

大型事業の進め
方が非常に悪い
大型事業の進め
方が非常に悪い
市長／意見は真摯に受け
　　　止める。

議
員

市
長

議
員

議
員
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次
長
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ミ
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の
銅
像
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設
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教
育
長

議
員

議
員

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

議
員

教
育
次
長

市
長

市
長

総
務
部
長

天正遣欧少年使節の銅像（大村市）

有馬のセミナリヨ跡石碑

完成まであと２年余りの堂崎埋立地給食センターの調理の様子

市
長 市

議
会
議
場
を
南
有

馬
庁
舎
へ


